
証券コード９７６０
2025年６月12日

株 主 各 位
札幌市白石区本郷通一丁目北１番15号
株式会社 進学会ホールディングス

代表取締役 平 井 将 浩

第 ５０ 回 定 時 株 主 総 会 招 集 ご 通 知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り誠にありがとうございます。
さて、当社第50回定時株主総会を下記のとおり開催致します。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第50回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

当社株主総会資料掲載ウェブサイト
http://www.shingakukai.co.jp/ir/index.html

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名または「コード」に証券コード（9760）を入力・
検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択しご覧ください。
・当日のご出席に代えて、書面（郵送）又は電磁的方法（インターネット等）のいずれかの方
法によって議決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討の
うえ、2025年６月26日（木曜日）午後５時30分までに議決権を行使くださいますようお願
い申し上げます。
・インターネットによる方法と議決権行使書の両方で議決権行使された場合は、インターネッ
トによる行使の内容を有効として取り扱わせていただきます。
・インターネットによる方法で議決権を複数回にわたり行使された場合は、最後に行使された
内容を有効とさせていただきます。
・返送いただいた議決権行使書面において、各議案の賛否の表示がない場合は、賛成の意思表
示をされたものとして取り扱わせていただきます。

敬具
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記

１．日 時 2025年６月27日（金曜日） 午前10時
２．場 所 札幌市白石区本郷通一丁目北１番15号

株式会社 進学会ホールディングス 総本部

報告事項 1. 第50期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告、連結計
算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の
件

2. 第50期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項 第１号議案 取締役4名（監査等委員である取締役を除く）選任の件
第２号議案 取締役2名（監査等委員である取締役）選任の件
第３号議案 補欠の取締役2名（監査等委員である取締役)選任の件

諸般の事情により、総会ご出席株主さまのお土産はございませんので、ご理解ください。

◎ご返送いただいた議決権行使書において、各議案につき賛否の表示のない場合は、賛成の表示
があったものとして取り扱います。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、全頁インターネット上の各ウェブサイトに修正内容
を掲載させていただきます。
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株主総会にご出席を希望される株主様への事前登録のご案内

ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出願います。

ご来場くださる株主様の人数を把握し、会場内の座席間隔を確保するため、以下のウェブサイ
トより事前登録にご協力くださいますようお願い申し上げます。

・受 付 期 間 2025年６月12日（木）〜６月26日（木）午後5時30分

・事前登録サイト https://www.shingakukai.co.jp/ir/zizen-touroku/
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インターネットによる議決権行使のご案内

議決権行使書用紙のＱＲコードを読み取る

ＱＲコードを読み取る方法
「スマート行使」

ログインＩＤ・仮パスワードを
入力する方法

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/１ １

画面の案内にしたがって各議案に対する
賛否を選択

「スマート行使」での議決権
行使は1回に限り可能です。
議決権行使後に行使内容を変
更する場合は、ＰＣ向けサイトへ
ログインし、再度議決権行使を
お願いいたします。
※ＱＲコードを読み取っていた
だくと、ＰＣ向けサイトへ遷移で
きます。

２

・パスワードは、一定回数以上間違えると使用できなくなります。パスワードの再発行をご希望の場合は、画面の案内にしたがってお
手続きください。
・議決権行使書用紙に記載されている議決権行使コードは、本総会に限り有効です。
・インターネット接続に係る費用は株主さまのご負担となります。

２

３

画面の案内にしたがって各議案に対する
賛否を選択４

「次へすすむ」を
クリック

※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

①「議決権行使
コード」を入力

②「次へ」をクリック

②「登録」をクリック

①「パスワード」を
入力

みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル
0120-768-524（受付時間：午前９時～午後９時）

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」を入力

議決権行使書用紙に記載された「パスワード」
および「新しいパスワード」を入力

議決権行使ウェブサイトにアクセス

インターネットによる議決権
行使に関するお問い合わせ
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事 業 報 告
（2024

2025
年
年

４
３

月
月

１
31

日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中、インバウンド需要の増加や各種
政策の効果もあり緩やかに回復しております。一方で、ウクライナ情勢の長期化や中東の地域をめぐる情
勢、エネルギー資源の高騰による水道光熱費の上昇、日本国内における物価高騰、また米国新政府の政策
動向などを注視する必要があり、依然先行きの不透明な状態が続いております。

当社グループの主たる部門である教育関連業界におきましては、従来からの少子化による企業間競争と
淘汰が進んでおり、依然厳しい環境に直面しております。一方で、入試制度改革や公立高校の授業料無償
化など、教育に関する情勢は変化しており、これに対応できるサービスの開発や質の向上が今後ますます
求められていくものと認識しております。

このような環境のもと当社グループが今後の更なる成長を実現していくために、提携各社との一層のア
ライアンスの強化を行い、指導法や教材開発、募集活動等のノウハウの共有を図るとともに、全国の直営
会場体制に関しては採算性の重視とスピード感のあるスクラップ＆ビルドにより、質と量の両面において
教室網の強化を進めております。

当連結会計年度の当社グループの運営につきましては、教育関連部門における個別指導の全国展開や新
規会場の立ち上げ、個別指導とAIオンライン塾Go・KaKuを組み合わせた商品の開発など、売上増加策に
取り組んでまいりました。しかしながら、不採算本部・会場を閉じた影響で売上において計画を下回る結
果となりました。また、資金運用事業である株式会社ＳＧ総研の売上高は、3,535百万円（前期比84.6％
増）となりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、6,245百万円（前期比32.2％増）、営業損失は株式市場の変動に
伴う有価証券評価損の発生により439百万円（前期は1,378百万円の営業損失）、経常損失につきましては
478百万円（前期は1,358百万円の経常損失）となりました。親会社株主に帰属する当期純損失につきまし
ては、566百万円（前期は1,683百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。

― 5 ―

2025年05月29日 17時05分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



事業セグメント別の概況は次のとおりであります。

1）教育関連事業
コロナ禍で縮小させた会場数の回復を図るため、積極的な会場のビルドを進めるとともに、不採算とな

っている本部や会場に関しては移転やスクラップを行っております。個別指導部門は全国展開にともない
生徒数・売上高ともに前年を上回り、また新規メニューの開発に取り組んでおりますが、受講率の伸び悩
みから受講単価が予算を下回る状況で推移しました。また、昨年度末に不採算本部・会場を閉じたこと、
及び前連結会計年度において２月決算の連結子会社である株式会社プログレスを吸収合併したことにより、
個別指導部門に2023年3月分を含めた13ケ月分の売上を計上していたため、売上の前期比が下がりまし
た。この結果、売上高は1,167百万円（前期比21.8％減）となりました。また、不採算会場の廃止など大
幅な経費削減を行いましたが、水道光熱費等の高騰などもあり、セグメント損失は226百万円（前期は
182百万円のセグメント損失）となりました。

2）スポーツ事業
札幌市内3ヶ所に施設を構えているスポーツクラブZipは、2023年12月に不採算であったZip苫小牧を

閉鎖し、経費削減を進めております。新規の募集・入会ともに回復の兆しが見えてきましたが、募集にお
いては目標の水準に届かず、また水道光熱費の値上がりにより、売上高は342百万円（前期比5.1％減）と
なり、セグメント損失は28百万円（前期は19百万円のセグメント損失）となりました。

3）不動産事業
不動産の売買や賃貸、学習塾部門の教室の管理・清掃に関わる不動産事業は、売上高は784百万円（前

期比43.0％増）となり、セグメント利益は354百万円（前期比35.5％増）となりました。
なお、当連結会計年度から不動産の売買を開始したため、報告セグメントの名称を「賃貸事業」から

「不動産事業」に変更しております。

4）資金運用事業
資金運用会社である株式会社ＳＧ総研の売上高は3,535百万円（前期比84.6％増）となり、セグメント

損失は217百万円（前期は1,114百万円のセグメント損失）となりました。なお、前年に対して896百万円
の改善となっております。

5）その他事業
本セグメントは、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教材の印刷や備品・消耗品の仕

入れ販売を含んでいます。当連結会計年度においての売上高は416百万円（前期比2.2％増）、セグメント
利益は85百万円（前期比5.3％減）となりました。

※セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。
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企業集団の部門別売上高の状況

部 門 名 売 上 高（百万円） 比 率 （％）
教 育 関 連 事 業 1,167 18.7
ス ポ ー ツ 事 業 342 5.5
不 動 産 事 業 784 12.5
資 金 運 用 事 業 3,535 56.6
そ の 他 416 6.7
合 計 6,245 100.0

（2）設備投資及び資金調達の状況
当連結会計年度中の設備投資総額は３百万円で、主なものは学習塾の新規教室開設及びスポーツクラブ

の設備更新などであります。これらの設備投資資金は全額自己資金をもって充当致しました。
なお、資金調達面では特に記載すべき事項はございません。

（3）財産及び損益の状況
① 当社グループの財産及び損益の状況

区 分
第47期 第48期 第49期 第50期

2021年４月１日
〜2022年３月31日

2022年４月１日
〜2023年３月31日

2023年４月１日
〜2024年３月31日

2024年４月１日
〜2025年３月31日

売 上 高（百万円） 13,846 6,665 4,724 6,245
経 常 損 益（百万円） △9,552 △1,478 △1,358 △478
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 益（百万円） △5,771 △1,628 △1,683 △566

１株当たり当期純損益 （円） △307.26 △90.91 △94.84 △32.00
総 資 産（百万円） 28,954 19,436 23,372 23,617
純 資 産（百万円） 13,678 11,537 10,001 9,313
１株当たり純資産 （円） 747.47 650.06 563.48 527.57
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② 当社の財産及び損益の状況

区 分
第47期 第48期 第49期 第50期

2021年４月１日
〜2022年３月31日

2022年４月１日
〜2023年３月31日

2023年４月１日
〜2024年３月31日

2024年４月１日
〜2025年３月31日

売 上 高（百万円） 818 874 771 1,004
経 常 損 益（百万円） △5,657 △1,738 △1,012 △513

当 期 純 損 益（百万円） △5,794 △1,809 △1,392 △579

１株当たり当期純損益 （円） △308.49 △101.00 △78.43 △32.72
総 資 産（百万円） 15,643 15,187 13,797 13,645
純 資 産（百万円） 13,157 10,874 9,597 8,928
１株当たり純資産 （円） 718.81 612.72 540.74 505.89
（注） １株当たり当期純損益は期中平均株式数に基づき、１株当たり純資産は期末発行済株式数に基づき算出

しております。
なお、自己株式を純資産の控除項目としており、１株当たり当期純損益及び、１株当たり純資産の各数
値は、発行済株式数から自己株式数を控除して算出しております。

（4）重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当 社 の
議決権比率 主要な事業内容

株式会社進学会 10百万円 100.0％ 教育関連事業
スポーツクラブの経営

株式会社ホクシンエンタープライズ 100百万円 100.0％ ソフトウェア開発・物販・印刷事業

株式会社ノースパレス 100百万円 100.0％ 賃貸物件管理

株式会社ＳＧ総研 100百万円 100.0％ 資金運用

株式会社ホクシンビル開発 10百万円 70.0% 不動産の販売・仲介・賃貸
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（5）対処すべき課題

当社グループの主たる事業である教育関連業界におきましては、少子化による学齢人口の減少が続く中、
企業間競争が熾烈を極めており、学習塾業界を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況であると考えられ
ます。これに加え、経済的リスクが継続的に高まるなど先行きが不透明な状況により、業界での企業再
編・淘汰が進んでいくものと考えられます。
当社グループは、厳しい競争環境が続く中、教育関連部門におきましては、引き続き顧客ニーズへの対

応とＩＴ化を含めた教育サービスの質の向上に取り組みます。また、本部・会場のスクラップ＆ビルドに
つきましては、不採算の本部・会場のスクラップに加え、集客の見込まれる地区に関しては会場の積極的
な新設・移転も行い、これまで以上に採算性を重視した教室網の強化を行うことにより、生徒数増加に取
り組みます。
また収益向上が見込める分野への新規参入も検討を行っております。その一環として、2024年4月に株

式会社ホクシンビル開発を設立して不動産・賃貸部門の強化を図っており、当社グループの不動産におけ
る売上と利益において、来期結果が出てくるものと考えております。

（6）主要な事業内容（2025年３月31日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

教育関連事業
北大学力増進会、東北大進学会、東大進学会、名大進学会、京大進学会、
九大進学会[オンライン]
学校向けコンピュータ学習用ソフトの作成、教材開発、販売
AIオンライン塾Go・KaKu、個別指導進学会 （㈱進学会）

スポーツ事業 スポーツクラブZip （㈱進学会）

不 動 産 事 業 マンション賃貸事業・不動産売買事業及び賃貸物件管理業
（㈱ノースパレス、㈱進学会ホールディングス、㈱ホクシンビル開発）

資金運用事業 有価証券等の投資及び管理 （㈱ＳＧ総研）
そ の 他 事 業 ソフトウェア開発・物販・印刷事業 （㈱ホクシンエンタープライズ）
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（7）主要な事業所
当 社 本 社 北海道札幌市白石区

学 習 塾
本部事務所

（北海道地区）札幌東本部、札幌西本部、札幌南本部、札幌北本部、江別本部、千歳本
部、小樽本部、岩見沢本部、旭川本部、帯広本部、函館本部、室蘭本部、
苫小牧本部、釧路本部、北見本部

（東 北 地 区）仙台本部、青森本部、三沢本部、八戸本部、秋田本部、山形本部、鶴岡
本部、米沢本部、会津若松本部

（関 東 地 区）日立本部、取手本部、高崎本部、木更津本部
（信 州 地 区）長野本部、松本本部、飯田本部、岡谷本部
（北 陸 地 区）金沢本部、富山本部
（中 国 地 区）松江本部、出雲本部、米子本部

スポーツクラブ Zip麻生、Zip平岸、Zip琴似（以上札幌市）

物販・印刷 ㈱ホクシンエンタープライズ（札幌市）

賃 貸 物 件 ノースパレス白石、ノースパレス麻生、ノースパレス元町、センチュリースペース中央
411、クラッセひばりが丘、クラッセ大通り東、クラッセ北大通り、クラッセ近代美術
館北、クラッセ北大前、ブルーリーフ宮の森、カレラ２・９、モデュロール南円山、カ
ーサコモド、カサトレス西町、TO-CO-CHE、アクティ麻生南Ⅱ、クラッセ北大Ⅲ、コ・
オリナひばりが丘駅前、HIRO-88、クラッセ琴似ステーション、キングハウス豊平（以
上札幌市）
ノースパレス112（帯広市）

（8）従業員の状況
企業集団の従業員の状況

事 業 部 門 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減
教育関連事業 463名（ 365名） △96名

スポーツ事業 121名（ 113名） 0名
不 動 産 事 業 50名（ 44名） +1名
そ の 他 事 業 26名（ 8名） +11名

（注）（ ）は内書きで、時間講師、パートタイマー等の臨時雇用者の人数。
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（9）主要な借入先及び借入額
（単位：千円）

借 入 先 借 入 額
㈱北洋銀行 2,945,592
㈲平井興産 4,090,000

２．会社の現況
（1）株式の状況（2025年3月31日現在）
① 発行可能株式総数 47,600,000株
② 発行済株式の総数 20,031,000株（自己株式 2,382,496株を含む）
③ 株主数 33,007名
④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
有 限 会 社 平 井 興 産 6,372,744株 36.1％
平 井 睦 雄 2,330,420 13.2
株 式 会 社 学 研 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 1,847,000 10.5
平 井 将 浩 593,716 3.4
進 学 会 職 員 持 株 会 350,818 2.0
日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 332,300 1.9
平 井 純 子 124,732 0.7
小 川 由 晃 122,000 0.7
ま こ と 交 通 株 式 会 社 66,000 0.4
堀 尾 敬 子 60,000 0.3

（注） 当社は自己株式を 2,382,496株保有していますが、上記大株主には含めておりません。
持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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（2）会社役員の状況
① 取締役の状況（2025年3月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 平 井 将 浩
株式会社進学会 取締役社長
株式会社ＳＧ総研 取締役社長
株式会社ホクシンビル開発 取締役社長

取 締 役（社外） 坂 本 俊 吾 ―
取 締 役 松 井 信 幸 教務運営本部 部長
取 締 役 竹 山 正 輝 管理部 部長
取 締 役

監査等委員（常勤） 石 垣 雅 彦 ―

取 締 役
監査等委員（社外） 中 川 賢 一 札幌市議会議員

取 締 役
監査等委員（社外） 熱 海 寿 株式会社コンサドーレ経営管理部長

（注）１．取締役坂本俊吾氏は社外取締役、取締役中川賢一氏及び熱海寿氏は社外取締役（監査等委員）であり
ます。

2． 当社は社外取締役坂本俊吾氏、取締役（監査等委員）石垣雅彦氏、社外取締役（監査等委員）中川
賢一氏及び社外取締役（監査等委員）熱海寿氏との間で、その職務を行うにつき善意でありかつ重大
な過失がなかったときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額をその責任の限度とする旨
の契約を締結しております。

3． 当社では、常勤者を置くことにより常勤者の有する高度な情報収集力に基づく質の高い情報収集が
可能になること、内部統制システムの活用や、会計監査人及び内部統制部門等との連携においても常
勤の監査等委員の役割・活動が重要であることから、石垣雅彦氏を常勤の監査等委員として選定して
おります。
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② 取締役の報酬等の総額
当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 支給
人数

報酬等の種類別の額
計 摘要

基本報酬 業績連動
報 酬 等

非金銭
報酬等

取締役（監査等委員を除く）
（うち社外役員）

5
（1

名
名）

15
（1

百万円
百万円） ― ― 15

（1
百万円
百万円）

取締役監査等委員
（うち社外役員）

4
（2

名
名）

7
（2

百万円
百万円） ― ― 7

（2
百万円
百万円）

合 計
（うち社外役員）

9
（3

名
名）

22
（3

百万円
百万円） ― ― 22

（3
百万円
百万円）

（注）１．取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与を含まれません。
２．取締役の報酬限度額は、2016年６月29日開催の第41回定時株主総会において、年額300百万円以内

（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。当該株主総会終結時点での取締役
の員数は５名（うち、社外取締役は０名）です。

３．監査等委員である取締役の報酬限度額は、2016年６月29日開催の第41回定時株主総会において、年
額30百万円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点での監査等委員の員数は３名（う
ち社外監査等委員は２名）です。

４．役員ごとの連結報酬等の総額に関しては、総額が100百万円以上である者が存在しないため、記載し
ておりません。

③ 取締役及び監査等委員の報酬等の額
１．取締役の個人別の報酬等の決定方針に関する事項

当社は、2023年７月13日開催の取締役会にて、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
（以下、「決定方針」という。）を以下のとおり定めております。

取締役の報酬等の額の決定の過程においては、常勤取締役が自身を含めた全取締役に対して業績
指標に基づく評価を行った上、報酬総額の妥当性と合わせて各評価を確認することで、客観性、公
正性、透明性を担保しております。

２．取締役の個人別の報酬等の内容に関する事項
当社は、取締役会の決議により取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を定めております。

当社の取締役の基本報酬は、固定報酬とし、役位、職責、在任年数その他会社の業績等を総合考慮
して決定します。また、業績連動報酬等や非金銭報酬等はないため固定報酬が個人別の報酬の全部
を占めます。また、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容の決定は社外取締役に答申を
得ていることから、当該方針に沿うものであると取締役会が判断いたしました。
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３．当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断
した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、株主総会でご承認いただいた報酬限度額の

範囲内かつ報酬等に関する諸規定に基づき作成した報酬案を取締役会に諮り、報酬案に対する全出
席役員の意見を十分に尊重して決定していることから、その内容は決定方針に沿うものであると判
断しております。

④ 社外役員に関する事項
イ．他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関

係
該当ありません。

ロ．他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況及び当社と当該他の法人等との関
係
該当ありません。

ハ．当事業年度における主な活動状況
活 動 状 況

取締役 坂本俊吾 当事業年度に開催された取締役会21回のうち21回に出席致しました。証券会社での勤
務経験を活かし、当社の経営に対して的確な助言・監督を行っております。

取締役 中川賢一
当事業年度に開催された取締役会21回のうち21回に出席し、監査等委員会12回のうち
12回に出席致しました。金融機関・北海道庁での勤務経験や議員としての活動経験か
ら、当社の経営に対して的確な助言・監督を行っております。

取締役 熱海 寿
当事業年度に開催された取締役会21回のうち21回に出席し、監査等委員会12回のうち
12回に出席致しました。株式会社コンサドーレの広報として、また現在は経営管理部長
として豊富な経験と幅広い知識を有しており、当社の経営に対して的確な助言・監督を
行っております。
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（3）会計監査人の状況
① 名称 監査法人 銀河
② 報酬等の額

支 払 額
当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 23百万円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 23百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等
の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．当社監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま
え、会計監査人の監査計画、監査の実施状況及び報酬見積りの算出根拠等を確認し、検討した結果、
会計監査人の報酬等について同意を行っております。

③ 会計監査人の解任又は不再任の決定方針
当社は、会社法第340条第１項各号に定める監査等委員会による会計監査人の解任のほか、会計監査

人が職務を適切に遂行することが困難と認められた場合には、監査等委員会の決定により、会計監査人
の解任又は不再任に関する議題を株主総会に提案致します。

（4）業務の適正を確保するための体制
１．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保

するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
取締役会は、内部統制システムの構築及び法令・定款遵守の体制の確立に努め、企業統治の強化を図

るものとする。
当社は、遵守すべき基本的なルールとして「進学会グループ企業倫理規程」を制定しており、取締役

及び使用人が高い倫理観に基づいて行動することを求めている。
また、当社はコンプライアンス管理規程を制定するとともに、コンプライアンス委員会を設置してお

り、法令遵守の意識が組織全体に行きわたるための施策を実施し、事件・事故の回避に向けた具体策を
指導するものとする。
取締役会は、コンプライアンス委員会から毎月定例的に状況報告を受け、方針・施策の確認と翌月以

降の注意点の確認を行う。
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② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、法令、社内規程及び各種マニュアルに基づき、取締役の業務執行に係る情報・文書等の保存

を行う。
情報管理については、情報安全対策基準（セキュリティポリシー）及び文書取扱規程の定めに則り対

応する。
取締役又は監査等委員が求めたときは、いつでも当該情報を閲覧できる体制を整備する。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社は、リスク管理規程を制定するとともに、リスク管理委員会を設置し、経営リスクによる損失の

危険の管理に対応する。
リスク管理委員会は、年度経営計画策定に当たって、各部署から経営を取り巻く環境及び経営資源上

のリスク等の情報収集を行い、関係部署に対して適切な対応策の策定を指示する。
また、リスク管理委員会は、原則、半期に一度見直しを行い、対応策の進捗状況チェックと適切な指

導を行い、リスク評価結果を取締役会に報告し承認を得る。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、取締役会が定める業務分掌規程、職務権限規程において責任者及びその責任や執行手続等を

制定し、各取締役に業務執行を行わせる。
取締役は、毎月定例的に取締役会を開催する他、必要に応じて臨時取締役会を開催し、法定決議事項

や経営方針に関する重要事項の決定並びに取締役会の業務執行状況の監督等を行う。
経営計画の全社的な徹底を図るため、毎月役員及び部室長による経営会議を開き、より実践的な活動

計画と活動結果の確認を行う。
業務遂行面においては、全社的な目標として経営計画及び予算を策定し、各部門においてはそれを受

けて各部運営計画並びに活動具体策を作成し、各部門担当役員による定期的な進捗チェックを受けなが
ら実行する。
執行役員制度を導入し、取締役による業務の意思決定及び監督機能と執行役員による業務執行機能を

分離し、取締役の職務遂行機能を強化している。

⑤ 使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
当社グループは、より高い倫理観を持った企業活動を通じ、強い信頼を得る企業風土を築くために、

「進学会グループ企業倫理規程」を制定し、企業倫理の確立をめざす。
また、クリーン・ライン制度（内部通報制度）により企業倫理のモニタリングを行い、リスクの早期

発見と未然防止に努める。
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⑥ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社グループ各社の業務執行の適正を確保し、グループとしての力を有効に発揮するため、当社取締

役又は担当部門責任者がグループ各社の取締役又は監査役に就任する。
関係会社の経営については、関係会社の部門責任者と関係会社担当の当社役員が出席する関係会社経

営会議を毎月開き、事業内容の報告・確認を行う。

⑦ 取締役監査等委員がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該
使用人に関する事項
取締役監査等委員がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、内部監査部門に所属す

る使用人の中から監査等委員と取締役が協議の上、選任する。指名された内部監査部門の使用人は監査
等委員の指示に従いその職務を行う。

⑧ 取締役監査等委員の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項
取締役監査等委員の職務を補助すべき使用人は、監査等委員又は監査等委員会の職権に服すると同時

に各取締役から独立した存在とし、経済的及び精神的に不当な取扱を受けないことを保証するものとす
る。

⑨ 取締役及び使用人が監査等委員に報告をするための体制、その他監査等委員への報告に
関する体制
各取締役及び使用人が、その職務の執行に当たり次に掲げる事項に関して重要性があると認めるとき

は、職務執行に係る指揮命令系統に関わらず、監査等委員又は監査等委員会にその内容を報告すること
ができる。
また、監査等委員又は監査等委員会から要請があった場合は、必要な報告及び情報提供を行うものと

する。
・ 会社に重大な損害を与える恐れがある事項
・ 法令及び定款に違反する行為又は社会通念上の不当な行為
・ 重要な会計方針、会計基準及びその変更
・ クリーン・ライン制度（内部通報制度）の運用及び通報の内容
・ 内部統制システムの整備・運用状況
・ その他、監査等委員又は監査等委員会が必要と判断した事項
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⑩ その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
取締役は、監査等委員監査の実施に関して、監査環境の整備、監査等委員の独立性の確保、内部統制

システムの充実、代表取締役との定期的な意見交換、会計監査人・内部監査人との定期的な意見交換を
図るよう努力し、監査等委員監査が実効的に行われる体制を確保するために協力するものとする。

⑪ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、取引関係その他一切の関係を持たないもの

とする。反社会的勢力から不当な要求を受けた場合には、組織全体として毅然とした態度で臨み、警察
等の関係行政機関と連携して、反社会的勢力を断固排除するものとする。

２．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保
するための体制についての運用状況の概要は以下のとおりであります。

取締役会は、監査等委員ではない取締役４名、監査等委員３名の計７名で構成し、取締役の職務執行
を監督した。また、取締役会は執行役員を選任し、各執行役員は、代表取締役の指揮・監督の下、各自
の権限及び責任の範囲で、職務を執行した。
子会社については、関係会社管理規程に基づき、重要な事項を当社取締役会において審議し、子会社

の適正な業務運営及び当社による実効性のある管理の実現に努めた。
コンプライアンス面では、コンプライアンス委員会を毎月開催し、法令・社内規程等の遵守状況を審

議し、必要に応じてコンプライアンス態勢を見直した。また、リスク管理面ではリスク管理委員会を半
期に一度開催し、当社グループのリスク評価を行い、取締役会へ報告し、リスクの管理・低減に努めた。
内部監査室は、取締役会の承認を受けた内部監査計画に基づき、法令・社内規程等の遵守状況につい

て、塾部門各地域本部・スポーツ事業部門各店舗・子会社各事業部を対象とする監査を実施し、その結
果及び改善状況を代表取締役及び監査等委員に報告した。
監査等委員は、監査方針を含む監査計画を策定し、四半期に一度の定例監査等委員会に加えて適宜臨

時監査等委員会を開催し、監査等委員間の情報共有に基づき会社の状況を把握し、必要な場合は提言の
取りまとめを行った。また、取締役会に出席した他、取締役及び執行役員その他使用人との対話を行い、
内部監査室及び会計監査人と連携し、取締役及び使用人の職務の執行状況を監査した。
常勤監査等委員は、主要な稟議書の回付を受け取締役及び使用人の職務の執行状況を監査するととも

に、コンプライアンス委員会、リスク管理委員会等の重要会議に出席し必要な場合は意見を述べた。

（５）剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、配当金につきましては、事業年度ごとの利益の状況、将来の事業展開などを勘案しつつ、安

定した配当を維持するとともに株主の皆様への利益還元に積極的に努めてまいりました。この方針のも
と、当年度の年間配当金は、前年度より2.5円減配の2.5円とさせていただきます。
また、内部留保資金につきましては、財務体質の強化及び将来にわたる安定した株主利益の確保のた

― 18 ―

2025年05月29日 17時05分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



め、事業の拡大・合理化投資及び厳しい経営環境に勝ち残るための新施策のために有効活用していきた
いと考えております。
また、自己株式の処分・活用につきましては、進学会ホールディングスグループ成長発展のためのよ

り良い資本政策を検討し、時宜にかなった決定をしてまいります。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産 15,700,104 流動負債 14,028,345
現金及び預金 5,476,347 支払手形及び買掛金 72,602
受取手形及び営業未収入金 129,368 短期借入金 7,035,592
有価証券 305,566 未払金 6,592,898
商品及び製品 11,143 未払法人税等 118,932
仕掛品 7,409 未払費用 47,612
原材料及び貯蔵品 9,853 前受金 109,819
販売用不動産 2,767,669 その他 50,887
未収入金 6,860,600
その他 137,480 固定負債 274,936
貸倒引当金 △5,336 繰延税金負債 54,488

固定資産 7,917,023 役員退職慰労引当金 96,158
有形固定資産 6,812,124 資産除去債務 77,588
建物及び構築物 3,719,869 その他 46,700
機械装置及び運搬具 17,359 負 債 合 計 14,303,282
土地 3,064,442 純 資 産 の 部
その他 10,453 株主資本 9,262,037

無形固定資産 11,035 資本金 3,984,100
その他 11,035 資本剰余金 3,344,000

投資その他の資産 1,093,864 利益剰余金 2,976,995
投資有価証券 534,862 自己株式 △1,043,057
繰延税金資産 7,939 その他の包括利益累計額 48,770
敷金及び保証金 107,954 その他有価証券評価差額金 △2,587
退職給付に係る資産 352,458 退職給付に係る調整累計額 51,357
その他 90,649 非支配株主持分 3,038

純 資 産 合 計 9,313,846
資 産 合 計 23,617,128 負債・純資産合計 23,617,128

（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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連 結 損 益 計 算 書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売上高 6,245,958
売上原価 6,073,252
売上総利益 172,705

販売費及び一般管理費 611,737
営業損失 △439,032

営業外収益
受取利息及び配当金 15,095
補助金収入 3,825
雑収入 15,624 34,544

営業外費用
支払利息 21,797
解決金 42,959
賃貸借解約損 2,600
雑損失 6,236 73,593
経常損失 △478,080

特別利益
固定資産売却益 1,207
投資有価証券売却益 10,672 11,880

特別損失
固定資産除却損 3,915 3,915

税金等調整前当期純損失 △470,116
法人税、住民税及び事業税 89,710
法人税等調整額 6,904 96,614

当期純損失 △566,731
非支配株主に帰属する当期純利益 38
親会社株主に帰属する当期純損失 △566,770

（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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連結株主資本等変動計算書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：千円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 3,984,100 3,344,000 3,632,508 △1,022,590 9,938,017
当期変動額
剰余金の配当 ― ― △88,742 ― △88,742
親会社株主に帰属する
当期純損失 ― ― △566,770 ― △566,770

自己株式の取得 ― ― ― △20,467 △20,467
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） ― ― ― ― ―

当期変動額合計 ― ― △655,513 △20,467 △675,980
当期末残高 3,984,100 3,344,000 2,976,995 △1,043,057 9,262,037

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 △22,209 85,212 63,003 ― 10,001,021
当期変動額
剰余金の配当 ― ― ― ― △88,742
親会社株主に帰属する
当期純損失 ― ― ― ― △566,770

自己株式の取得 ― ― ― ― △20,467

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 19,622 △33,855 △14,233 3,038 △11,194

当期変動額合計 19,622 △33,855 △14,233 3,038 △687,174
当期末残高 △2,587 51,357 48,770 3,038 9,313,846

（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産 5,336,937 流動負債 2,774,681
現金及び預金 2,576,481 短期借入金 2,624,524
営業未収入金 8,155 未払金 9,050
関係会社短期貸付金 15,611,100 未払法人税等 89,412
販売用不動産 2,688,487 その他 51,694
未収入金 64,668
その他 2,525 固定負債 1,943,049
貸倒引当金 △15,614,481 役員退職慰労引当金 76,922
固定資産 8,308,985 投資損失引当金 1,825,488

有形固定資産 6,828,952 その他 40,638
建物 3,725,515 負 債 合 計 4,717,730
構築物 1,653 純 資 産 の 部
機械装置 9,921 株主資本 8,930,767
土地 3,091,861 資本金 3,984,100
無形固定資産 2,449 資本剰余金 3,344,000

その他 2,449 資本準備金 3,344,000
投資その他の資産 1,477,584 利益剰余金 2,645,725

投資有価証券 525,861 利益準備金 358,000
関係会社株式 867,971 その他利益剰余金 2,287,725
前払年金費用 5,931 別途積立金 15,607,500
繰延税金資産 10,528 繰越利益剰余金 △13,319,774
その他 67,292 自己株式 △1,043,057

評価・換算差額等 △2,575
その他有価証券評価差額金 △2,575

純 資 産 合 計 8,928,192
資 産 合 計 13,645,923 負債・純資産合計 13,645,923

（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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損 益 計 算 書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売上高 1,004,921
売上原価 590,689
売上総利益 414,231

販売費及び一般管理費 204,733
営業利益 209,498

営業外収益
受取利息及び配当金 61,239
雑収入 5,559 66,798

営業外費用
支払利息 7,470
貸倒引当金繰入額 648,000
投資損失引当金繰入額 116,378
解決金 17,750
雑損失 26 789,625
経常損失 △513,327

特別利益
投資有価証券売却益 10,672 10,672

特別損失
固定資産除却損 1,825 1,825

税引前当期純損失 △504,481
法人税、住民税及び事業税 70,213
法人税等調整額 4,814 75,027

当期純損失 △579,508
（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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株主資本等変動計算書
（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

（単位：千円）

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 資本剰余金

合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

2024年４月１日 残高 3,984,100 3,344,000 3,344,000 358,000 15,607,500 △12,651,522 3,313,977 △1,022,590 9,619,486

事業年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △88,742 △88,742 ― △88,742

当期純損失 ― ― ― ― ― △579,508 △579,508 ― △579,508

自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ― △20,467 △20,467

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― ― △668,251 △668,251 △20,467 △688,718

2025年３月31日 残高 3,984,100 3,344,000 3,344,000 358,000 15,607,500 △13,319,774 2,645,725 △1,043,057 8,930,767

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

2024年４月１日 残高 △22,209 △22,209 9,597,277

事業年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― △88,742

当期純損失 ― ― △579,508

自己株式の取得 ― ― △20,467
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） 19,633 19,633 19,633

事業年度中の変動額合計 19,633 19,633 △669,084

2025年３月31日 残高 △2,575 △2,575 8,928,192

（注） 金額は表示単位未満を切り捨てて記載しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年６月５日

株式会社 進学会ホールディングス
取締役会 御中

監査法人 銀河
北海道事務所
代表社員
業務執行社員 公認会計士 木 下 均

業務執行社員 公認会計士 櫻 井 一 俊
監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社進学会ホールディングスの2024年４月１日から2025年３月

31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社進学

会ホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点に
おいて適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評
価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正
に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監
査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能
な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年６月５日

株式会社 進学会ホールディングス
取締役会 御中

監査法人 銀河
北海道事務所
代表社員
業務執行社員 公認会計士 木 下 均

業務執行社員 公認会計士 櫻 井 一 俊
監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社進学会ホールディングスの2024年４月１日から2025年３月31日

までの第50期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以
下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期

間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任

は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社か
ら独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査
証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監

査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見

を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類等又は

当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内
容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求められ

ている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際
して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業
の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前
提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められて
いる。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と
して存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかととも
に、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示
しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能
な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第50期事業年度の取締
役の職務の執行に関して、各監査等委員が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査
報告書を作成し、以下のとおり報告致します。

１．監査等委員及び監査等委員会の監査の方法及びその内容
監査等委員会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査等委員から監査の実施状況

及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
各監査等委員は、監査等委員会が定めた監査等委員の基準に準拠し、監査の方針、職務

の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集
及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及
び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査致しま
した。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合するこ
とを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして
会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内
容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び
使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を
求め、意見を表明致しました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法
に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討致しました。
さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視

及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確
保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに
連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注
記表）について検討致しました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 監査法人銀河の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人 監査法人銀河の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年６月５日

株式会社進学会ホールディングス 監査等委員会
監査等委員（常勤） 石 垣 雅 彦 印
監査等委員（社外） 中 川 賢 一 印
監査等委員（社外） 熱 海 寿 印

（注）監査等委員中川賢一及び熱海寿は会社法第２条第15号及び第331条第6項に定める監
査等委員（社外）であります。
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株主総会参考書類

第１号議案 取締役４名（監査等委員である取締役を除く）選任の件
当社の取締役４名(監査等委員である取締役を除く)は、定款第19条の定めにより、本総会終

結の時をもって任期が満了となります。つきましては、取締役４名（監査等委員である取締役
を除く）の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

1 平
ひら

井
い

将
まさ

浩
ひろ

（昭和55年10月28日生）

平成21年４月 入社
平成29年10月 株式会社進学会ＨＤ常務取締役

情報システム部長
令和４年１月 専務取締役管理本部長
令和４年６月 代表取締役ＣＦＯ
令和 5 年 6 月 代表取締役執行責任者（現任）
（重要な兼職の状況）
株式会社進学会 取締役社長
株式会社ＳＧ総研 取締役社長

最終学歴 北海道大学 工学部卒

593,716株

2 松
まつ

井
い

信
のぶ

幸
ゆき

（昭和53年３月5日生）

平成14年４月 入社
平成27年 5 月 福島常磐エリア代表
令和 2 年10月 西日本エリア代表
令和 4 年10月 個別指導本部長
令和 5 年 6 月 取締役監査等委員
令和６年 6 月 取締役教務営業本部部長（現任）

最終学歴 金沢大学 理学部 大学院卒

3,486株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

3 柴
しば

野
の

広
こう

太
た

郎
ろう

（昭和51年3月30日生）

平成14年４月 入社
令和 2 年10月 北東北エリア代表
令和 4 年 6 月 管理部長
令和 6 年 9 月 教務運営本部部長（現任）

最終学歴 北海道大学 法学部卒

2,600株

4 竹
たけ

山
やま

正
まさ

輝
き

（昭和54年７月25日生）

平成16年４月 入社
平成20年９月 富山本部長
令和４年６月 管理部経営管理系課長代理
令和５年６月 取締役管理部長（現任）

最終学歴 大阪市立大学 経済学部卒

4,805株

（注）各候補者と当社の間に特別な利害関係はありません。
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第２号議案 取締役２名（監査等委員である取締役）選任の件
本総会終結の時をもって、当社の監査等委員である取締役２名が退任となるため、新たに２

名の監査等委員である取締役の選任をお願いするものであります。監査等委員である取締役の
候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

１
ふく しま じゅん
福 島 純

（昭和51年11月18日生）

平成14年 8 月 入社
平成21年 5 月 日立本部長
平成28年５月 南東北エリア代表
平成30年 5 月 関東ブロック指導本部長（現任）

最終学歴 大阪大学 経済学部卒

4,176株

２
ひゅう が ゆたか
日 向 豊

（昭和38年11月18日生）

昭和62年 4 月 近畿日本ツーリスト株式会社入社
平成19年 7 月 帯広支店長
平成21年 7 月 北海道営業本部販売課長
平成30年 7 月 管理部長
令和６年 4 月 公益財団法人産業雇用安定センター

参与（現任）

最終学歴 北海道大学 農学部卒

―

（注）１．各候補者と当社の間に特別な利害関係はありません。
２．日向豊氏は社外取締役候補者であります。
３．日向豊氏が社外取締役に就任した場合、東京証券取引所の定めに基づく独立役員とし

て同取引所に届け出る予定であります。
４．福島純氏が取締役に就任した場合、及び日向豊氏が社外取締役に就任した場合は、当

社は、責任限定契約を締結する予定であります。締結予定の責任限定契約内容の概要
は、会社法第427条第１項及び定款第27条第２項の規定に基づき、会社法第423条
第１項の損害賠償責任を限定するものであります。当該契約に基づく損害賠償限度額
は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。
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第３号議案 補欠の取締役２名（監査等委員である取締役）選任の件
監査等委員である取締役が法令に定めた員数を欠くこととなる場合に備え、監査等委員であ

る取締役の補欠として、予め補欠の監査等委員である取締役２名の選任をお願いするものであ
ります。当該補欠監査等委員候補者のうち、生田佑希羽氏は社外監査等委員以外の監査等委員
の補欠の監査等委員として、坂本俊吾氏は社外監査等委員の補欠の監査等委員として、それぞ
れ選任をお願いするものであります。
なお、生田氏及び坂本氏の２名の選任の効力につきましては、就任前に限り、監査等委員会

の同意を得て、取締役会の決議により、その選任を取り消すことができるものとさせていただ
きます。本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
補欠の監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

1
坂
さか

本
もと

俊
しゅん

吾
ご

（昭和62年3月17日生）

平成23年 4 月 バークレイズ・キャピタル証券
現：バークレイズ証券 アナリスト

令和元年 5 月 Sakamoto Capital Pte. Ltd.
令和 5 年 6 月 当社社外取締役（現任）
※社外役員としての通算在任年数 ２年
最終学歴 東京大学卒

―

2
生
いく

田
た

佑 希 羽
ゆ き は

（平成元年5月19日生）

平成24年 4 月 入社
令和 4 年10月 苫小牧本部長
令和 7 年５月 函館グループ長（現任）

最終学歴 名古屋大学 文学部卒

1,844株

（注）１．各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．坂本俊吾氏氏は補欠の社外監査等委員候補者であります。
３．生田佑希羽氏は補欠の常勤監査等委員候補者であります。
４．坂本俊吾氏が社外取締役に就任した場合、東京証券取引所の定めに基づく独立役員と

して同取引所に届け出る予定であります。
５．生田佑希羽氏が取締役に就任した場合、及び坂本俊吾氏が社外取締役に就任した場

合、当社は、責任限定契約を締結する予定であります。締結予定の責任限定契約内容
の概要は、会社法第427条第１項及び定款第27条第２項の規定に基づき、会社法第
423条第１項の損害賠償責任を限定するものであります。当該契約に基づく損害賠償
限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。

以上
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会社情報 株主優待

株主優待制度のご案内

・ 2026年３月末日の株主名簿に記載された株主様で100株以上500株未満保有の方に、
弊社施設（学習塾及びスポーツクラブ）の利用割引券3,000円相当（希望者のみ）を進
呈いたします。

・ 2026年３月末日の株主名簿に記載された株主様で500株以上保有の方に、弊社施設
（学習塾及びスポーツクラブ）の利用割引券3,000円相当（希望者のみ）とＱＵＯカー
ド1,000円相当を進呈いたします。

・「ＡＩオンライン塾Ｇｏ・ＫａＫｕ」は近くに弊社の教室がなくても受講できるメニュー
ですので、株主優待券（利用割引券）を使う機会が広がりました。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内

会 場 札幌市白石区本郷通一丁目北１番１５号
株式会社進学会ホールディングス 総本部

最寄りの駅 地下鉄 東西線『白石駅』徒歩約15分
※駐車場のご用意はございませんので公共交通機関をご利用ください。

※ご出席の際は、お手数ながら以下のウェブサイトより事前登録をお願い申し
上げます。（詳細は３ページをご参照ください。）
・事前登録サイト https://www.shingakukai.co.jp/ir/zizen-touroku/
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